
１　町の事務事業におけるエネルギー使用量 （単位：％）

区分
基準年度
（H25）

R6 R7
目標年度
（R12）

基準年度比
増減率

前年度比
増減率

電気(ｋＷｈ) 1,776,279 1,593,337 1,609,930 1,681,159 ▲9.4 1.0

ガソリン(ℓ) 46,530 37,495 36,707 37,859 ▲21.1 ▲2.1

灯油(ℓ) 118,221 94,314 83,146 100,177 ▲29.7 ▲11.8

軽油(ℓ) 43,484 30,907 23,682 29,256 ▲45.5 ▲23.4

Ａ重油(ℓ) 17,570 1,500 700 2,137 ▲96.0 ▲53.3

ＬＰＧ(㎥) 4,338 2,930 2,919 3,128 ▲32.7 ▲0.4

２　町の事務事業における二酸化炭素排出量 （単位：kg-CO2、％）

区分
基準年度
（H25）

R6 R7
目標年度
（R12）

基準年度比
増減率

前年度比
増減率

電気 994,717 640,521 745,572 0 ▲25.0 16.4

ガソリン 108,027 85,868 84,063 86,702 ▲22.2 ▲2.1

灯油 294,310 236,038 208,088 250,712 ▲29.3 ▲11.8

軽油 112,404 80,961 62,033 76,636 ▲44.8 ▲23.4

Ａ重油 47,608 4,129 1,927 5,883 ▲96.0 ▲53.3

ＬＰＧ 28,401 19,153 19,084 20,451 ▲32.8 ▲0.4

計 1,585,467 1,066,670 1,120,767 440,384 ▲29.3 5.1

３　増減の理由

　(２)　減少の理由　灯油及びＡ重油の使用量が前年度と比較して減少した理由は、暖房の
　　　　　　　　　使用機会が減少したことによるもの。

　　　軽油使用量が前年度と比較して減少した理由は、災害がなかったこと
　　や積雪が少なかったことによるもの。（令和６年度は、台風災害による
　　稼働が多かった。）
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　(１)　増加の理由　電気使用量が前年度と比較して増加した理由は、主に猛暑による冷房
　　　　　　　　　の使用機会の増加と、小川地区複合施設の供用開始によるもの。

　　　また、二酸化炭素排出量を換算する際の電気の排出係数が次のとおり
　　変更となったことによるもの。
　　　R6：0.402kg-CO2/kWh → R7：0.421kg-CO2/kWh、0.544kg-CO2/kWh
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